
2 0 2 ６ 年 （ 令 和 ８ 年 ） 4 月  防災おかやま  第 0 0 0 1 1 号  日 本 防 災 士 会 岡 山 県 支 部 広 報 誌

 

▲重ねるハザードマップ  

【３月中の活動】 

１2 日(木) 
Web役員会 

21 日（土） 
みんなで知ろう 
自助・共助・公助
～防災講演会～ 

【研修会等予定】 

４月中に予定されている

研修会等はありません。 

 

【 お 知 ら せ 】 

令和８年５月２４日（日） 

『令和８年度日本防災

士会岡山県支部総会』

を開催予定です。 

 多くの会員の皆様に

ご出席いただき、様々

な意見を聞くことができ

ればと考えております

ので積極的なご出席を

お願い致します。 

 詳細は、後日、会員

の皆様にご案内させて

いただきます。 

 

 

等
を
基
に
、
支
部
会
員

や
県
民
の
た
め
に
な
る

企
画
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
思
え
る
講
演
会

と
な
っ
た
。 

東
日
本
大
震
災
か
ら
十
五
年 

新

年

度

を

迎

え

て 
 

四
月
と
な
り
新
年
度

は
進
学
や
就
職
、
転
勤

等
で
新
た
な
場
所
で
生

活
を
始
め
る
と
い
う
方

も
多
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。 

 

こ
う
し
た
新
生
活
の

始
ま
り
で
は
市
役
所
に

行
っ
て
転
入
手
続
き
等

を
行
う
こ
と
も
あ
る
と

思
う
。
そ
の
際
、
自
治
体

か
ら
は
ご
み
収
集
日
等

の
チ
ラ
シ
は
配
布
さ
れ

て
も
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
ま
で
配
布
し
て
く
れ

る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。

し
か
し
、
自
分
自
身
の

安
全
を
考
え
て
、
初
め

て
住
む
土
地
を
防
災
の

面
で
考
え
た
時
に
は
、 

 

ど
う
い
う
地
域
に
あ
る

の
か
、
避
難
所
は
ど
こ

な
の
か
、
一
度
考
え
て

み
て
欲
し
い
。
そ
し
て
、

休
日
に
は
実
際
に
地
域

を
歩
い
て
、
自
分
の
目

で
様
子
を
確
認
し
て
み

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
特
性
が
見
え
て
く

る
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
国
土
地
理
院
の
『
重

ね
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
』
で
も
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
確
認

し
て
も
ら
い
た
い
。 

 

支
部
と
し
て
は
、
初

め
て
の
自
主
企
画
で
あ

っ
た
が
、
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
、
今
後

も
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

 

「みんなで知ろう！自助・共助・公助」 防災講演会を開催 

三
月
二
十
一
日
、
岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

当
支
部
主
催
の
『
み
ん
な
で
知
ろ
う
！
自
助
・
共
助
・
公
助
』
防
災

講
演
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
支
部
会
員
だ
け

で
な
く
県
内
防
災
関
係
者
、
一
般
参
加
の
方
も
含
め
て
、
百
名
の
定

員
が
い
っ
ぱ
い
と
な
る
盛
会
と
な
っ
た
。 

第
一
部
で
は
、
香
川
大
学
の
磯
打
千
雅
子
先
生
が
、
自
助
・
共
助

に
つ
い
て
『
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
知
る
』
と
題
し
て
、
昨
年
見
直

さ
れ
た
南
海
ト
ラ
フ
の
被
害
想
定
に
つ
い
て
説
明
後
、
三
つ
の
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
で
実
例
を
交
え
て
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
。 

第
二
部
で
は
、
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
長
小
松
隆
司
様
が
、

公
助
に
つ
い
て
『
災
害
現
場
を
知
る
』
と
題
し
て
、
自
衛
隊
が
災
害

派
遣
さ
れ
る
条
件
、
実
際
の
災
害
派
遣
状
況
、
過
去
の
岡
山
県
内
の

派
遣
状
況
、
災
害
派
遣
現
場
で
の
活
動
状
況
等
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

て
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
。 

講
演
後
の
参
加
者
か
ら
の
質
疑
で 

は
、
「
自
衛
隊
が
県
民
に
求
め
る
こ
と 

は
何
か
」
、
「
災
害
時
に
自
衛
隊
員
の 

家
族
は
ど
こ
に
避
難
す
る
の
か
」
等 

の
質
疑
が
な
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
、 

「
貴
重
な
話
を
聞
く
こ
と
が
き
た
」
、 

「
参
考
に
な
っ
た
」
等
、
多
く
の
声 

が
聞
か
れ
た
。 

防
災
お
か
や
ま 

【
発 
行
】
日
本
防
災
士
会
岡
山
県
支
部 

【
発
行
所
】
岡
山
県
支
部
事
務
局 

M
ail 

bousaishikai.okayama@gmail.com 

bouboubousaisikai.okayama@gmail.comb

ousaisikai.okayama@gmail.combousaisi

kai.okayama@gmail.combousaisikai.oka

yama@gmail.com 

 

 

平
成
二
十
三
年
三
月

十
一
日
午
後
二
時
四
十

六
分
、
東
北
地
方
太
平

洋
沖
を
震
源
と
す
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
〇

の
地
震
が
発
生
し
た
。

こ
れ
は
、
日
本
国
内
観

測
史
上
最
大
規
模
の
地

震
で
あ
り
、
巨
大
な
津

波
が
発
生
し
、
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
爆

発
事
故
も
発
生
し
た
。 

 

死
者
は
一
万
九
千
七

百
七
十
五
人
、
行
方
方

不
明
者
は
二
千
五
百
五 

十
人
（
令
和
六
年
三
月

八
日
現
在
）
に
上
っ
て

い
る
。
死
者
の
約
九
割

は
津
波
に
巻
き
込
ま
れ

た
溺
死
で
あ
る
。
こ
の

震
災
か
ら
十
五
年
が
経

過
し
、
震
災
後
に
生
ま

れ
た
人
も
増
え
て
お

り
、
風
化
が
懸
念
さ
れ

る
が
、
今
後
発
生
が
予

想
さ
れ
て
い
る
南
海
ト

ラ
フ
地
震
に
備
え
る
た

め
に
も
、
我
々
は
こ
の

震
災
の
教
訓
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。 

 


